
日本有機農業学会連続シリーズ
「有機農業の歴史を振り返る」
2024年8月5日（オンライン）
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なぜ有機農業の
再定義が必要なのか

谷口 吉光

共有・拡散は自由です。



今日の話の道筋
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1. 自己紹介

2. 有機農業の再定義とは？

3. 「有機農業＝無農薬・無化学肥料」という定義の起源

4. 有機農業の歴史と定義の複雑化

5. 有機農業の多面的で複雑な性格を盛り込む定義とは？



⚫ 1956年 東京都生まれ 67歳

⚫ 上智大学文学部フランス文学科卒業。会社勤めを経て、同大学文学部社
会学科学士入学

⚫ その後大学院に進む。28歳で有機農業と産直の研究を始める。

⚫ 1991年 秋田県立農業短期大学講師

⚫ 2007～23年 秋田県立大学教授。2024年3月定年退職、現在は名誉教授

⚫ 専門は環境社会学、食と農の社会学、有機農業研究、持続可能な社会へ
の転換（トランジション）

⚫ 2017～19年 環境社会学会会長
⚫ 2020年～23年 日本有機農業学会会長

簡単に自己紹介
1.自己紹介

3



4



1956（昭和31）年 東京都生まれ 67歳

1979年 上智大学文学部フランス文学科卒業
1981年 上智大学文学部社会学科学士入学
1983年 同学科卒業
1985年 同大学院博士前期課程修了（社会学）

 →博士課程入学後、有機農業の研究を始める。
1990年 同大学院博士後期課程満期退学
2002年 博士（農学、東京農工大学）

1991年 秋田県立農業短期大学講師
2000年 秋田県立大学生物資源科学部生物環境科学科助教授
2007年
～2023年 同大学地域連携・研究推進センター教授

（兼生物資源科学部教授）

私の学歴と職歴

13年間文系

33年間理系

1.自己紹介
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人文学

科学  社会科学

自然科学

大学で勉強したこと

Humanities

Social sciences

Natural sciences

文系

理系

フランス語
異文化コミュニケーション
ヨーロッパ哲学
ユング心理学
科学史・科学論 など

社会学（古典）
理解社会学
構造機能主義
知識社会学
現象学的社会学
内発的発展論
エントロピー理論
生命系の経済学 など

こうした知識を使って、有機農業を分析してきた。

1.自己紹介
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 なぜ、文系出身の研究者が理系（農学、環境科学）の職場で33年間仕事
ができたのか？

最終講義で話したこと

文系：環境社会学会
→論文や著書の刊行、科研費を複数獲得、学会長 2017-19年

農学系：日本有機農業学会
→論文や著書の刊行、科研費を複数獲得、学会長 2020-23年

 文系・理系の研究領域で、一定の意味のある仕事をしてきた。

「文理分離を超えて」（2024年3月6日）

 社会学と農学の研究方法の統合については谷口（2023g、2023h）を参照

1.自己紹介

7



 1984年10月（28歳）、所沢生活村の白根節子さんの産消提携の講演を
聞いたのがきっかけ。

 当時、有機農業の研究をしていた社会学者は桝潟俊子、松村和則、青
木辰史、中野芳彦の４人だけ。同世代では私だけ。

 分析方法がわからず、生産者と消費者の聞き取りノートを山のようにとっ
たが、博士課程で論文１本しか書けなかった。

 1994年、国際社会学会でSociology of Agricultureの存在を知り、96年、
米国ワシントン州立大学で集中的に文献を学び、ようやく自分の分析枠
組みを手に入れた。

有機農業の研究を始めたきっかけ
1.自己紹介
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「有機農業の再定義」とは？

 有機農業というと「農薬と化学肥料を使わない農業」という定義が一般的
だが、この定義を変えるべきである。

 「有機農業＝無農薬・無化学肥料」という定義は、有機農業の多面的な
性格のうち「化学的資材の投入削減」という一面だけを取り上げたもの。

 この定義は、農薬や化学肥料を使わずになぜ作物が立派に育つのかと
いうメカニズムを説明していないために、有機農業に対する誤解や偏見
の一因になっている。

 必要なのは、「なぜ農薬や化学肥料を使わなくても作物が立派に育つの
か」というメカニズムを明らかにする定義である。

9出典：谷口（2023f）

2.有機農業の再定義とは



生態系機能を重視した「有機農業の定義」

 有機農業に切り替えて数年経って「土ができる」と、肥料をやらなくても作
物が育つようになることが知られている。中島紀一は「低投入・内部循環」
という考え方を打ち出して、この現象をうまく説明した（中島、2010）。

10
出典：谷口（2023f）

2.有機農業の再定義とは
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「安芸の山里農園 はなあふ」の圃場風景

2023年11月 筆者撮影農園主の森昭暢（もり あきのぶ）さん

2.有機農業の再定義とは
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「はなあふ」の草生栽培（そうせいさいばい）

https://hana-fu.com/about/#kodawari

「作物を優先させる「畝」と、雑草を優先させる「通路」部分を区分けし、それぞ
れ1ｍずつ交互に設けるパターンを作付けの基本形としています」（HPより）

2.有機農業の再定義とは
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https://hana-fu.com/about/#kodawari

「次作は、「畝」と「通路」を入れ替える（中心を1ｍずらす）ことで、雑草によ
る土づくりが可能となっています」（HPより）



生態系機能を重視した「有機農業の定義」

 有機肥料を減らしても作物が育つのは、農地の生態系を豊かにする（生き
ものを増やす）と、農地の中の資源循環・生命循環が活発になって、作物
が必要とする栄養を農地生態系が作り出し、また病害虫が出ても天敵や
作物の自然治癒力によって被害が抑えられるからだ。

 有機農業の本質は生物多様性の創出にある。それがわかるように有機農
業を、たとえば次のように再定義すべきである。

「（有機農業とは）農地の生態系機能を向上させることで、生産性の向上と

自然生態系の保全を両立させる農業」（小松崎、2019）

14出典：谷口（2023f）

2.有機農業の再定義とは



 日本有機農業研究会が推進した有機農業運動の中から生まれたので
はないか。1970年代に起源があるのでは？

 農薬による深刻な健康被害から、有機農業の特徴を「農薬と化学肥料を
使わない」という点に求めたのではないか。

 当時、生態系や生物多様性という概念はまだ存在しなかったので、有機
農業を生物多様性創出に結びつける発想は生まれようがなかった。

 有機農業の特徴（近代農業に対する優位性）を主張し、社会に広げるた
めに、「有機農業＝無農薬・無化学肥料」という定義は大きな役割を果た
した。

「有機農業＝無農薬・無化学肥料」
という定義の起源

３.有機＝無無という起源
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有機農業の歴史と定義の複雑化
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先駆者の時代（1940～1980年代）

産直の時代（1980年代～）

市場流通の時代（2000年代～）

アグロエコロジーの進展（2000年代～）

一般化の時代（2000年代～）

「みどり戦略」の時代（2021年～）

４.有機農業の歴史と定義の複雑化



先駆者の時代
（1940～80年代）
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 1971年、日本有機農業研究会が設立。有機農業を通して、
社会を変えようとする「有機農業運動」の始まり。特徴は、
無農薬、無化学肥料、生産者と消費者の「提携」など。

 それより前、1950年代、世界救世教の創始者岡田茂吉は
を柱とする「自然農法」の研究無肥料、無農薬、自家採種、
連作・普及活動を始めた。

 福岡正信は1947年から不耕起、無肥料、無農薬、無除草
を原則とする「自然農法」を実践。1975年に出版した『わら
一本の革命』で世界に有名に。

岡田茂吉さん（MOA
インターナショナル
のウェブサイト）

もともと無肥料、不耕起、無除草は自然農法の特徴だった。
当時は有機農業と自然農法は別々の思想、別々の運動だと
認識されていた。

４. 歴史と複雑化



産直の時代
（1980年代～）
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 1980年代後半、食の安全に対する消費者の関心が高まり、消費生
活協同組合（生協）の「生協産直」や専門事業体（大地を守る会、
らでぃっしゅぼーやなど）による「宅配」｢個配」が急速に拡大
した。

 当時、意識の高い消費者は大都市にしか
いなかったので、全国の有機農家は組織
をつくり、大都市の生協などとつながっ
て、大きな規模の取り引きをするように
なった。

 無農薬・無化学肥料栽培では間に合わな
かったので、減農薬・減化学肥料栽培が
広がった。

４. 歴史と複雑化



19
出典：パルシステム産直データブック2021
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宇佐美繁代表の科研費「産直産地の総合的研究」によって、全国の
産直産地の調査が行われた。私も参加した。

 「産直の時代」に躍進したのは、国の政策に反旗を翻したアンチ
農協、アンチ農水省の農民団体だった。

 産直によって発展したので「産直産地」と呼ばれる。

例：農業の近代化（規模拡大、効率化、農薬や化学肥料使用、機
械化などを推進する農政）に対する反対運動

例：減反政策に対する反対運動

 こうした産直産地が大都市の消費者と結びついて、本格的な生産
者組織に発展した。

産直の時代の主役は「産直産地」

４. 歴史と複雑化
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① 事業規模は数億～十数億円
② 出荷農家は数十～数百名
③ 安全・健康・環境をベースとした付加価値・多部門的事業
④ 消費者との交流
⑤ 循環型農業をめざす新しい技術確立
⑥ 企業的な組織形態
⑦ 自力で積み上げてきた農民的な資本蓄積

（中島、1998、一部修正してある）

先進的な産直産地の特徴

４. 歴史と複雑化



産直産地の集積
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 山形県高畠町は、星寛治さんが提唱した有機農業運動で有名だが、
同時に強力な産直産地が集積している。

米沢郷牧場（1974年～ ※前身団体の設立年）
山形おきたま産直センター（1985年～、拠点は南陽市）
上和田有機米生産組合（1986年～）
おきたま興農舎（1989年～）
高畠町有機農業研究会提携センター（1990年～）
ファーマーズクラブ・赤とんぼ（1995年～、拠点は川西町）

 強力な産直産地が存在することによって、有機農業を地域に広げる
拠点が作られた。

 2023年時点で、高畠町における有機農業の面積は約100ha。町の水
田面積（約3,000ha）の約3.3％。全国の数字は0.6％だから5倍以上
ある。

４. 歴史と複雑化
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 山形県では、長年にわたり有機農業を実践してきた熟練農業者を「やまがた
有機農業の匠」として認定している。現在19名（山形県ウェブサイトより）。

 「有機農業の匠」の大半は産直産地のリーダー農家である。
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産直産地が地域の有機農業の拠点に

 オーガニックビレッジ宣言した多くの地域には強力な産直産地がある。

４. 歴史と複雑化



市場流通の時代
（2000年代～）
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 1980年代、有機農業の基準が未整備だったため、あいまいな有機表
示が横行。農産物の「有機」表示基準に対する社会の関心が高まっ
ていた。

 有機農産物の流通量が無視できないボリュームになっていたため、
農水省は有機農業に関する表示基準を整備した。

 1992年10月、「有機農産物等の特別表示ガイドライン」を制定。そ
こでは「有機」の表示基準だけでなく、「減農薬・減化学肥料栽
培」や「無農薬・無化学肥料栽培」の表示基準も含まれていた。

４. 歴史と複雑化
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出典：https://plaza.rakuten.co.jp/sonio/diary/200112050000/

有機農産物等の特別表示ガイドライン

 基準が農薬と化学肥料の使用の有無になっている。「有機＝無農薬・
無化学肥料」という定義がここでも踏襲されている。

 「減農薬・減化学肥料」の基準は、農薬は使用回数が慣行の半分以
下、化学肥料は窒素投入量が慣行の半分以下と定義された。

４. 歴史と複雑化
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認証問題の登場

 基準が決まると、「基準を満たしていることをどうやって証明す
るのか」という問題が出てくる。

 ある作物が有機農業で栽培されたかどうかは作物そのものを検査
してもわからない。

 もうひとつ厄介なのは、農薬と化学肥料を使わなかったことを証
明すること。「使った」ことは証明しやすいが、「使わなかっ
た」という証明は難しい。

 そこで、栽培期間全体について、施肥と防除に関する作業と資材
を全部調べる必要があるという考え方（生産工程管理）が出てく
る。

４. 歴史と複雑化



有機農業の生産工程管理
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 農産物の「検査」ではなく、栽培過程の「認証」という考え方が出てくる。

 ここから有機農業の認証制度が生まれた。

栽培過程全体を調べて、
農薬と化学肥料を使っていないことを証明（保証）する

耕起 播種 施肥 定植 防除 収穫

出典：谷口（2023i）

４. 歴史と複雑化



有機であることを証明する方法
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１．生産者への信頼（産消提携やブランドなど）

生産者が有機だと自己申告し、消費者がそれを信じる。

２．第三者認証（有機JAS認証）
生産者や消費者とは別の第三者が法令に従って証明する。

３．二者認証（生協産直など）
取り引きをしている生産者と消費者が何らかのルールを作って証明する。

４．参加型認証（PGS）
地域の団体がIFOAMのルールに従って証明する。

５．地域認証
地域の団体や自治体が何らかのルールを作って証明する。

 認証制度というと、有機JAS認証だと思われるかもしれないが、実際
にはさまざまな方法が行われている。

出典：谷口（2023i）

４. 歴史と複雑化
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認証制度が
有機農業の定義に与えた影響

 「先駆者の時代」と「産直の時代」を通じて、有機農業の定義は
当事者間の主観的な問題（＝当事者が納得すればそれでいい）
だった。

 「市場流通の時代」になって、有機農業であるかどうかは、客観
的な基準を満たすことを客観的な方法で証明しなければならない
という考え方が広がった（第三者認証）。

 しかし、提携や産直に取り組んでいた団体は、第三者認証という
考え方に反発して、新たに「二者認証」の方法を作り出した。

 例：パルシステムの「公開確認会」など

 認証制度が浸透するにつれて、有機農業の定義にはその内容に加
えて、客観的な基準と証明方法という新たな次元が追加された。

４. 歴史と複雑化



アグロエコロジーの進展
（2000年代～）
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 1990年代になると、生態学の知見に基
づいて、持続可能な農業生産のあり方
を探求する研究が進展する。

 日本では桐谷圭治、宇根豊、日鷹一雅、
小松﨑将一らによって、農業生産の方
式が生態系に与える影響に関する研究
が進められた。

 アメリカでは、UCサンタクルーズのス
ティーブン・グリースマンらによるア
グロエコロジーの研究が進み、1996年
から村本穣司がそれに参加した。

 2023年、グリースマンによる『アグロ
エコロジー』が日本語に翻訳された。

４. 歴史と複雑化
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生態学的研究が
有機農業の定義に与えた影響

 生態学に基づいた持続可能な農業生産の技術を体系的に示した。

 農薬や化学肥料を使わなくても安定した農業生産ができる科学的
根拠を示した。

 また、不耕起、無肥料、無除草、自家採種、伝統種の保全、連作、
混作など自然農法の特徴だと思われていた技術も、生態学的な農
業技術の一部として統合することに成功した。

こうした点で、有機農業の生態学的研究は、有機農業の再定義のた
めに非常に大きな功績があった。

４. 歴史と複雑化



一般化の時代
（2000年代～）
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 2006年、有機農業推進法によって、国が有機農業を推進するように
なった。

 多くの人々が有機農業に興味と親近感を懐くようになった。「有機
農業」「自然農法」「オーガニック」などの言葉や観念を、多くの
人が気軽に、無数の場面で、自分たちの意味を込めて自由に使うよ
うになった。

 こうした変化は、有機農業推進政策の結果、有機農業に関する言葉
や観念が、一般の人に自由にアクセスして活用できる「共通財」に
なったからだと考えられる。

 これにより、社会における有機農業の解釈や活用の幅が飛躍的に拡
大すると予想される。この動きを「有機農業の一般化」と呼ぶこと
にする。

４. 歴史と複雑化

出典：谷口（2017，2023i）
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 男鹿市にUターンした30～50代
の若者が2015年から始めたマ
ルシェ。

 興味深いのは「オガニック」とい
う言葉。オーガニックと「男鹿に
行く」をかけた造語である。

 「環境にも人にも優しい持続可
能な社会を男鹿に作り、それを
子供たちにも残したい」という思
いを込めている。

 オーガニックという言葉を自由
に定義するという典型的な事例
といえる。

秋田県男鹿市における「オガニック農業」



一般化の時代 （続き）

36

 この時代のもうひとつの特徴として、有機農業に関心を持つ消費者
が大都市だけでなく、全国どこでも一定数存在するようになったこ
とである。

４. 歴史と複雑化

 2000年代後半から、
「オーガニックフェ
スタ」という、地域
の有機農家が一堂に
集まる交流と販売の
イベントが全国各地
で行われるように
なった事実がこのこ
とを裏づけている
（谷口、2014：酒井、
2014）。

写真はオーガニックフェスタinあきた2010



 1回でもフェスタを開催したところは全国で約40カ所ある。2014年は約
28カ所で開催されている。

 北海道から鹿児島県まで約30都道府県で開催されている。信越・北陸
地方以外はどの地方でも開催。

 古いのは九州の有機農業の祭典（94年）、熊本（99年）、東京（04年）、
佐賀（08年)、鹿児島（08年）等。発祥は東京と九州？

 2010年頃から全国で急激に広がった。

 九州地方と東北地方では、多くの県で開催されている。

2010年代における
オーガニックフェスタの広がり

出典：谷口（2014）

有機農産物を地域内で流通・消費する「有機農産物の地域内流通」という
世界が開けてきた。
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有機農業の一般化が
有機農業の定義に与えた影響

 有機農業の脱系譜化：それまで有機農業の思想や技術は、有機農
家、産直産地、消費者団体などを通して普及・継承されていたの
が、そうした系譜によらず、誰でも自由に有機農業を解釈・活用
できるようになった。

 系譜の例：私は小川町の金子さんのところで研修を受けました。

 有機農業が社会の共通財に：有機農業は特定の人にだけに関わる
ものから、すべての人に関わるものになった。

 真正な定義への要望：しかし、有機農業の定義があまりに自由に
なり拡散した結果、信頼できる参照枠として真正な（authentic）
有機農業の定義を求める要望が高まる。

４. 歴史と複雑化



 2021年1月、農林水産省が「みどりの食料システム戦略」（みどり戦略）
を発表した。

 そのラディカル（急進的）な内容は全国の農業関係者を驚かせた。

 2050年までに達成すべき数値目標：
・農林水産業のCO2排出量実質ゼロ
・化学合成農薬の使用量50％削減
・化学肥料の使用量30％削減
・有機農業を100万ha（全農地の25％）に拡大

「みどり戦略」の時代
（2021年～）
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４. 歴史と複雑化
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 ４つの数値目標は日本農業の常識を根底から覆した。

「これまで農水省は『きちんとした農産物を育てるには化学肥料
や農薬が必要だ』『農薬は使い方を間違えなければ安全だ』と指
導し、地方自治体やJAはその指導を信じてきた。

それが突然『30年以内に農薬を半分に、化学肥料を3割減らす。
有機農業を農地全体の４分の１に広げる』と言い出したのである。

全国の農業関係者が大きな衝撃を受けたのも無理はない」（谷口、
2022b）
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日本農業の常識を根底から覆す目標



 しかし、あまり驚かない人たちも
いた。「来るべき時が来た」

 「農薬や化学肥料は地球環境
に大きな負荷をかけている」こ
とは、『沈黙の春』からずっと言
われてきた。

 世界の専門家は「慣行栽培は
持続可能ではない（＝ずっと続
けていくことはできない）」と警
鐘を鳴らし続けてきた。
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世界の専門家はずっと警鐘を鳴らしていた



 しかし、農水省やJAはそれを無視し、安易な慣行農業を続けてきた。

 ところが、2020年になって、アメリカやEUは、農薬と化学肥料を大幅に
減らすと宣言した。

アメリカ：農業イノベーションアジェンダ（2020年2月）
 EU：農場から食卓へ戦略（2020年5月）

 欧米の政策転換に取り残されないために、農水省は大慌てで政策転換
を決めた。それがみどり戦略。突然の農水省の方向転換に現場は大混
乱。

 もっと早く着実に転換していれば、こんなことにはならなかっただろう。
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農薬と化学肥料と化石燃料の
大幅削減は世界の潮流
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みどり戦略以前の農業環境政策

 それまで日本の農業環境政策は、個別対策がバラバラに講じられ
るだけで、体系性・一貫性・戦略性に欠けていた（本城、2004）。

４. 歴史と複雑化

出典：谷口（近刊）

 みどり戦略は農水省が主体的に取り組んだ包括的な農業環境政策
である。
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みどり戦略が
有機農業の定義に与えた影響

 農水省が主体的に取り組んだ結果、みどり戦略には農水省独自の
考え方や政策が盛り込まれることになったが、そのなかには有機
農業の望ましい発展につながるのか疑問を感じるものが見られる。

1)「持続可能性＝環境負荷低減」と狭く定義され、生物多様性創
出という重要な視点が欠落している点。持続可能性には社会的公
正性、気候変動への対応、生物多様性の喪失への対応、食の格差
是正への対応、経済性への配慮などの側面がある。

2) 有機質肥料として下水汚泥の利用を推進している点。下水汚泥
には重金属や化学物質等による汚染の懸念があり、安易な農地還
元は健全な土づくりに反する。

3)重イオンビームを照射した育成した「あきたこまちＲ」には安
全性に懸念があるにも拘わらず、有機JAS認証制度で認めたこと。

４. 歴史と複雑化
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制度化がもたらす負の影響

 行政が法律や政策を作って推進することを制度化という。みどり
戦略によって有機農業を制度化されたと言える。

 一般に、有機農業が制度化されれば、生産者は有機農業に取り組
みやすく、消費者は有機農産物を入手しやすくなると考えられる
ので、有機農業の制度化は歓迎されることが多いだろう。

 しかし、これまで日本の有機農業は生産・流通・消費までほぼ民
間（農民、都市住民、生協、企業など）の力で発展してきた。そ
こに国や自治体が介入して、民間の望まない、あるいは不利益に
なるような政策を取る危険性があることは認識しておく必要があ
る。

 有機農業の望ましい発展とは何か、そのためにどんな政策が必要
なのかという議論を民間の側で活発化させる必要がある。

４. 歴史と複雑化



47

ここまでのまとめ

 「有機農業＝無農薬・無化学肥料」という定義は1970年代（先駆
者の時代）に作られた。その目的は慣行農業との違いを明らかに
し、有機農業の優位性を訴えるためだった。

 「産直の時代」には減農薬・減化学肥料栽培が生まれた。

 「市場流通の時代」には、有機栽培と特別栽培の表示基準と認証
制度が発達し、有機農業の定義に新しい次元が追加された。

 「アグロエコロジーの進展」によって、生態系の知見にもとづい
て有機農業の諸技術が再定義された。

 「一般化の時代」には、有機農業という言葉の使い方の自由度が
増し、多種多様な使い方が現れた。その反面、信頼できる真正な
定義への要望が高まっている。

４. 歴史と複雑化
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ここまでのまとめ（続き）

 「みどり戦略の時代」になり、有機農業の制度化が進んだ。正の
影響が期待できる反面、国や自治体が有機農業のあり方に介入し
て、民間の望まない、あるいは不利益になるような政策を取る危
険性がある。

 このように、有機農業の歴史を経て、有機農業という言葉には新
たな意味が付与され、その意味は複雑になった。この現象を「有
機農業の定義の複雑化」と呼ぶことにする。

 「有機農業＝無農薬・無化学肥料」という定義では、複雑化した
有機農業の意味を適切に表現できない。そこで新しい有機農業の
定義が必要になる。

４. 歴史と複雑化
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新しい有機農業の定義に向けて

第１の条件：多面的な有機農業技術を包括する

 1）研究アプローチ：有機農業研究の第一歩は、既存の有機農業者
を尊重し、彼らとの信頼関係を築くことである。

 2）技術の方向性：できるだけ空間的な小単位で生態系にかかる負
荷を最小化し、安定した生産性を継続的に発揮させる。

 3）土壌の保全：土壌を保全するためには、土壌が生態系として持
続するような利用を考える必要がある。

 4）育種：歴史的に改良されてきた収量特性や食味品質などの遺伝
形質を維持し、動植物が本来有する潜在的適応能力の改良する。

 5）地域資源の利用：森林資源と草、食品廃棄物、家畜の糞尿など
地域資源を有効に活用する。 出典：小松﨑・澤登(2020）

５. 多面性と複雑性を盛り込む定義
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新しい有機農業の定義に向けて

第１の条件：多面的な有機農業技術を包括する（続き）

 6）多様な農法：現実の営農場面での有機農業はきわめて多様であ
り、さまざまな自然農法も含まれる。

 7）営農スタイル：小規模複合経営、地域複合経営、大規模経営、
中山間地で少量多品目生産を行う新規就農者など多様性を認める。

 8）風土：地産地消やスローフード運動のように地域の農産物の価
値を高く評価し、地域固有の文化を尊重する。

 9）家族農業：家族農業は有機農業、有畜複合、アグロエコロジー
的農業の実践に優位性を発揮する。

 10）エネルギーや暮らしの半自給：循環型社会の実現に向けて
「できるかぎりの自給」に取り組む。出典：小松﨑・澤登(2020）

５. 多面性と複雑性を盛り込む定義
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新しい有機農業の定義に向けて

第２の条件：日本独自の風土や取り組みに基づく

 アグロエコロジーはアメリカの気候風土や取り組みに基づいてい
る。新しい有機農業の定義は、海外の優れた実践、理論、思想を
取り入れつつも、日本独自の取り組みに基づくべきである。

 有機農業運動の歴史と意味（一楽照雄、枡潟俊子など）
 天地有情の農学（宇根豊）
 民間農法の研究、自然共生型農業（中島紀一）
 産消提携やSCAの研究（波多野豪など）
 自然農法や自然農（岡田茂吉、福岡正信、川口由一）
 農家が開発したさまざまな技術
 農家が考えたさまざまな思想 など

５. 多面性と複雑性を盛り込む定義



 みどり戦略をきっかけに、日本農業全体を持続可能な方向に転換させる
必要がある。

 有機農業に向かう社会の動きをナビゲートために、その目標として、私は
「有機農業のパラダイム」を提唱したい。

 有機農業のパラダイムは自然をありのままに見る。ありのままに見るから
自然のなかにある無数のつながりを直視する。人間に都合のいいものも
都合の悪いものもありのままに見てそれを認める。認めるだけでなく、そ
れを活かそうとする。だから、有機農業の技術は近代農業とはまったく違
う体系になる。正確にいえば、「体系」という整然とした概念ではとらえきれ
ないだろう。むしろ仏教でいう「曼荼羅」のようなものだと理解した方がわか
りやすいかもしれない（谷口、2022d）。
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「有機農業のパラダイム」

５. 多面性と複雑性を盛り込む定義
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これからもよろしくお願いします。

tani@akita-pu.ac.jp
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